
第12回シンポジウム
持続可能な水道システムの確立

水道事業
と

行政理念
～多様性と個別最適～

2022.8.26 in Yokohama        吹田市長 後藤 圭二
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後藤 圭二 (65) profile

吹田市長 ①2015.5  ②2019.5

←土木部長
2

←環境政策室長
3
←都市整備部

2
←

市長室
2
←環境省

1
←環境部

9
←水道部

16
←吹田

市役所1980.4.1

←東京水産大学（現 東京海洋大学）←大阪星光学院中高 ←

市内幼小 ←吹田市1957.6生

技術士(上下水道部門-水道環境) 環境省環境カウンセラー
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水道界とのご縁
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日本水道協会
国際交流基金による

1990年英仏研修

英国水道の民営化調査
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民営化1年経過

G「水公社の民営化は成功したと考えるか？」

NB「5年後にもう一度聞いてくれ」

G「では5年後、あなたはどう答えると思うか？」

NB「おそらく、また5年後に聞いてくれ、と答えるだろう」

NB：ノーザンブリアン水道会社 取締役
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UNITING THE WORLD OF WATER
IWSA

Water OSAKA ‘95
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Apply the 
HACCP System 
to Drinking 
Water Safety

International Water 
Supply Symposium in 
Tokyo 1998
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大阪市水道局

土木屋の父

建設、維持管理時代
配水計画 柴島浄水場長

どんな原水でも処理してみせる。それが土木技術
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本日の論点

水道界と社会

社会と水道
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人口増予測→過大投資

人口減少 高齢化 少子化

活動量の低下（個人、社会）

地域（自治体）格差の拡大

節水意識 コロナ禍

独自個別水源化

有収水量大幅減少

維持管理、予防保全投資困難

困難な料金改定
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一斉 建設（敷設）＆老朽化

災害多発→耐震化

官民技術者の高齢化

エンジニアの魅力低下

2000年以降の職員急減

自治体財政悪化

広域化による経営縮小

公共財を行政が手放さざるを
得ない危機的状況（民営化）

行政市民の希薄な意識

私の現状認識 水道の SWOT



22/08/05 07:30 KP01

２０２４年４月に厚労省所管の水道事業を、
環境省と国交省に移管予定

政府は厚労省をこれまで以上に医療や感染
症対策に力を入れる組織としたい考えで、同
省の生活衛生関連業務を他省庁に移すこと
にした。
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22/08/05 07:30 KP01

厚労省 医薬・生活衛生局水道課 所管の上水道事

業（広域連携や官民連携、水質保全など）を、早けれ

ば２３年通常国会に関連法案を提出し、２４

年４月に環境省（水質検査など）と、国交省（インフ

ラ整備に関わる業務）に移管する見通し。
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首長達の本音

地方公営企業法の趣旨？何それ？
行政組織のひとつでしょ？ （首長）

議会で質問出なくていいよね。
うらやましいわ （他の部長）
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論点１

成熟したインフラ事業は、

宿命的な弱みを持つ
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毎日ご苦労さん。ん？何か問
題でも？（首長）

歴史あるシステム→安定した運転→感謝
→信頼→文化→当たり前→無関心→政
治、行政、使用者の無理解→事故（漏水、陥没、

断水、渇水、水質）で気づく→復旧（技術力）→（戻る）
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安定維持という地味で高度な技術、努力

ブラックボックス化は土木技術の誇り

高い誇りが招く社会の低い関心

成熟公共インフラのパラドクス

それが“企業経営”を苦しめる
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論点２

水道料金改定の

行政プロセスと舞台裏
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水道料金改定 行政プロセス

現状経営分析→経営見直し→中長期計画策

定→財政見通し→経営戦略→料金改定内部

決定→精緻な財政計画プレゼン資料作成→Q

＆A作成→議案上程→議決→説明会→猶予

期間→料金改定
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水道料金改定 その舞台裏

現状経営分析→水道利用者との意見交換「水道いどばた会議」→経

営見直し→中長期計画策定→財政見通し→経営戦略→料金改定内部決

定→精緻な財政計画プレゼン資料作成→Q＆A作成

→副市長協議→再協議→市長プレゼン→再協議→

市長政策決定→議会工作（水面下）→政治的合意点到

達→料金改定議案作成→議案上程→委員会協議（質

疑応答）→議決→条例改正 →説明会→猶予期間→料金改定
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吹田市の水道料金改定

2015.12 10％ 値上げ 19年ぶり
（議会 一部反対）

2019.12 15.2％ 値上げ
（議会 全会一致）
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論点３

緻密な改定案が直面

する政治的景気循環

2022/08/26 第12回水道シンポジウム 24



え？水道料金を上げる？

あんた、次通る気ぃないんか？
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Political business cycles

政治的景気循環
William D. Nordhaus   2018 ノーベル経済学賞

選挙が近づくと（政権与党は）景気浮揚を図る
（財政金融政策を総動員し作り出される政治的経済変動）

選挙が終わると？
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吹田市の水道料金改定

2015.4 統一地方選挙

2015.12 10％ 値上げ 19年ぶり

2019.4 統一地方選挙

2019.12 15.2％ 値上げ
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料金改定合わせ技
タダでは引き下がりません、吹田市水道部

基本料金割合拡大

従来25.0% →  30.8%   →   33.9%
逓増度緩和 従来4.0 → 3.30 → 2.87
口径別料金制度導入 2015改定
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論点４

経済支援、福祉、政治的意図

までも受け入れるのか
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水道事業を行政から分離し、独
立採算制の地方公営企業とした
地方公営企業法の理念

↓

総括原価方式に景気変動、政治
影響、福祉などの行政変数は含
まれない

第12回水道シンポジウム 302022/08/26



あえて当たり前のコメント(^^;)

社会経済状況の変化とは無関係に、時
とともにエントロピーは増大する

↓

インフラハードの維持管理、予防保全
経費は定数たるべし

「まちの固定費」
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論点５

政治的意図による減免は

水道自立の分岐点
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上水道基本料を半年免除＝A県B町

A県B町は、７～１２月の上水道の基本料金を全額免除することを決めた。

すべての世帯と事業所が対象。物価高騰を受けた対応で、町民の生活に負
担が生じないようにする。政府の地方創生臨時交付金を活用し、６月補正予
算で関連費用７４００万円を確保した。

半年間で一般的な家庭は約９１００円、事業所は約３万７２００円の負担軽
減となる。免除を受けるのに必要な手続きはない。下水道は免除の対象と
ならない。

町の集計によると、一般家庭と事業所を合わせた上水道の契約は計７９１
０件。町は２０２１年４～６月の３カ月間、上水道基本料金を全額免除した。
新型コロナウイルス感染症やウクライナ危機で物価高騰が深刻化しており、
今回は免除期間を延ばすことにした。 （２０２２年７月６日／官庁速報）

参考） 2023.10 町議会議員選挙 2024.9 町長選挙
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32.6%

11.3%
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2020年5月議会 吹田市水道事業管理者答弁

水道事業本来の使命は「安全な水道水の
安定供給」であり、将来に向けても社会機
能を維持する責任を果たしてまいります。

その上で、今回のコロナ禍において福祉
的、経済的効果として水道料金を減免する
方策は、「行政と経営の分離」という地方公
営企業法の趣旨に沿うものではないと考え
ます。
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本年４月からの料金改定につきましても
水道本来の使命を果たす上での必要な財
源措置であることを説明してきたところで
す。

なお、個別には支払期限の延長や分割
納付などにより使用者に寄り添い柔軟に
対応をさせて頂いているところです。
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微々たる生活支援、政治的スタンドプレイ
それにより

水道事業が受けたボディーブロー

料金減免って条例改正いらんよね？

料金の決定は市長権限やから、管理

者、ひとつ頼むわ。（首長）
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大丈夫、地方創生臨時交付金を
充当したるから

一繰を受けての料金減免

問題ないと見ますか？

経営主導権を行政に移譲する/させ
られる公企法理念に反する行為
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（経費の負担の原則）地方公営企業法第十七条の二

次に掲げる地方公営企業の経費
で政令で定めるものは、地方公共
団体の一般会計又は他の特別会
計において、出資、長期の貸付け
、負担金の支出その他の方法によ
り負担するものとする。
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経費とは？
事業運営のために使用するお金のことで、収益を
得る目的で使用した費用

コロナ下における市民の経済支援。

その目的で使用者の料金減額を実施

。その費用（損金処理）を、事業運営上

の経費と見なした行政。
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現実論

多くの水道事業経営のイ
ニシアティブは、事実上
政治、行政側にある
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ならばどうする

いくつかの提案
suggestions from outfield
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提案１

水道部は市民部、福祉部と
同格か？

水道事業管理者は首長の
部下なのか？
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市長
総務部
行政経営部
福祉部
・
・
都市計画部
下水道部
水道部
学校教育部
地域教育部

市長
総務部
行政経営部
福祉部
・
・
都市計画部
下水道部

水道事業管理者
水道企業局

教育長
学校教育部
地域教育部
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提案２

領域拡大、多様化、開放

が持続可能性の鍵
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水道事業全体を、「成長を支えてきた学問領域
」のみが担う時代ではなくなった

土木工学 ＋ 衛生工学

創造 建設 普及 拡大 新技術 維持管理 更新 長寿命化

急速かつ不連続な変化と進歩

老朽化、需要低下、高齢化、人口減少、気候変動、新規科学領

域、知見、情報化、災害、社会、経済、国民意識…
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水道事業全体を、「成長を支える学問領域」の
みが担う時代ではなくなった

重点化すべき２分野

危機管理 リスクマネジメント、先行投資

経 営 分析、評価、戦略、計画、料金、組織体
制、採用、連携、共有、複合化、民営化、広域
化、予防保全、future design
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提案３

政治、首長には客観評

価に基づくランキングを
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水道事業経営評価システム

水道事業経営指針（施設設計、維持管理に加えて）

多様性を反映した 経営健全度評価指標
↓

外部監査 → 毎年公表 → ランキング
経営健全化、料金適正化の後押し

市長、議員、管理者、市民（利用者）の気づき

（ランキングを気にする政治家）
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企業、自治体、医療機関、医師、高校の大学進
学率、飲食業、スポーツ、文化 and so on

全国水道経営健全度

データブック 2025年版
（給水人口別ランキング）

水道産●新聞社

2022/08/26 第12回水道シンポジウム 50



重大インシデントへの斬り込みが弱い

水道事故調査委員会

事故把握 原因追及（技術的、人的）

経営責任 実質的経営責任者は誰か

教訓を明確化 → 基準強化、技術的
見直し、経営にメス

当該事業体や日水協など、内輪の使命にあらず

第12回水道シンポジウム 512022/08/26



施設老朽化、人口減少。深刻な苦境にある小
規模自治体水道こそ国家的対応が不可欠

提案４

人口増加時代（1952）の地公企
法。その尊い理念が小規模
水道の経営破綻を招く？
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1,300水道事業体

健全経営可能最低規模は？

職員数 100人

給水人口 30万人
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上位９％

約120事業体⁈
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> 200万 3

100-200 8

60-100 12

30-60 49

（上位 ９％）
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10-30 193

6-10 172

3-6 255

3 > 100

人 口 （市） 万人



47 都道府県

２３ 特別区

1,718 市町村

792 市

743 町

183 村
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20 政令市

62 中核市

２３ 施行時特例市

一般市

地方自治体数



自治体 財政力別

経営モデルのマッチング
政令市 直営

中核市等 一部委託

一般市 × コンセッション方式

町 広域水道依存

村 一部事務組合

一部国営化 水道特区？？？
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提案５

行政経営と企業経営の
異質性。

その高度なチューニング
による官民連携
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企業経営
一定資金で最大利潤を追求する

費用対効果 B/C
コストパフォーマンス P/C

行政経営
使命実現経費の最小化を考慮する

効果対費用 C/B
パフォーマンスコスト C/P
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組織は合理的に失敗する

使命に基づく合理性

合理性が招く失敗

企業経営 組織の維持存続成長。その
ための経済合理性、利潤追求。

行政経営 公共の福祉を追求する使命
の遂行。公平性、法令順守、継続性。
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組織は合理的に失敗する

合理性 失敗

企業 組織成長 モラルハザード

利潤追求 閉鎖性 不祥事

行政 公務遂行 お役所仕事

法令順守 硬直 非効率
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合理的失敗を最小化できる、

持続可能な組織形態とは？

高度な官民連携

相互の合理性をケースごとにチューニングし、

中長期的にも失敗リスクの最小化を図れる契約

小規模自治体sに、水メジャーとの交渉の場で

イニシアティブを発揮する能力を期待できるのか
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効率的な経営は

効果的な経営を

阻害する
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提案６

理解され味方につける

政治、首長、行政、使用者、市民、
マスコミ、そして児童生徒を

Strategic future design
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結論はこれしか無いでしょ

水道愛
今日もきれいな水が出てくれて

ありがとう♥

蛇口へのつぶやきが持続可能水道のキモ

ー ウクライナ避難者からの学び ー
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